
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年11月14日

【四半期会計期間】 第22期第３四半期(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

【会社名】 アイスタディ株式会社

【英訳名】 iStudy Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　小　山　田　佳　裕

【本店の所在の場所】 東京都品川区上大崎二丁目25番２号

【電話番号】 03-6683-3015(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　　内　山　富　士　子

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区上大崎二丁目25番２号

【電話番号】 03-6683-3015(代表)

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　　内　山　富　士　子

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

EDINET提出書類

アイスタディ株式会社(E05320)

四半期報告書

 1/16



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第22期
第３四半期
累計期間

第21期

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (千円) 516,593 395,319

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 1,816 △16,525

四半期純利益又は当期純損
失（△）

(千円) 801 △16,743

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ―

資本金 (千円) 705,940 350,614

発行済株式総数 (株) 2,002,300 1,344,100

純資産額 (千円) 1,417,545 713,787

総資産額 (千円) 1,660,888 911,725

１株当たり四半期純利益金
額又は
当期純損失金額（△）

(円) 0.56 △12.58

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金
額又は
当期純利益金額

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― 5.00

自己資本比率 (％) 85.3 78.3
 

　

回次
第22期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.96
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。
３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第21期は、潜在株式は存在するものの１

株当たり当期純損失であるため、第22期第３四半期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。
４. 平成28年6月17日開催の第20回定時株主総会決議により、決算期末を3月31日から12月31日に変更しました。

従って、第21期は平成28年4月1日から平成28年12月31日の9ヶ月間となっております。
５. 第21期は、決算日変更により第３四半期財務諸表は作成しておりません。これに伴い、第21期第３四半期累

計期間及び第21期第３四半期会計期間については記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の概況

当社は、平成29年８月７日に株式会社イーフロンティア、株式会社實業之日本社等と資本提携契約を締結すると

ともに、株式会社フィスコ、株式会社ネクスグループ及び株式会社フィスコ仮想通貨取引所との間で業務提携契約

を締結し、平成29年８月23日付けで709百万円の資金調達を行いました。また、株式会社フィスコ仮想通貨取引所へ

151百万の出資を行いました。

営業活動では、平成29年７月26日から開催された人事・総務向けイベント「HR　EXPO2017」に出展し、当社サー

ビスを広くお客様に認知していただくとともに、今後の潜在顧客獲得増加に向けた営業活動に注力いたしました。

売上高につきましては、当第３四半期会計期間で、平成29年６月から開始したビデオ収録・配信スタジオサービ

スの売上高が大きく寄与したことにより伸長し516百万円となりました。

売上原価につきましては、ビデオ収録・配信スタジオ事業に伴うスタジオ家賃、スタジオ設備の減価償却費等に

より増加しております。販売費及び一般管理費は、上記記載のイベントの出展に伴う販売促進費、第三者割当増資

に伴う事業税の外形標準課税の増加により租税公課の増加があったものの、売上高が増加したことにより営業利益

が大きく改善されました。

営業外費用は、第三者割当増資に伴う、弁護士アドバイザリー費用、有価証券届出書作成等の費用により9百万円

となりました。これにより経常利益1百万円、四半期純利益0.8百万円となりました。

なお、当社は平成28年12月期より決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い平成28年12月

期第３四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

 
当期の四半期会計期間での業績は以下の通りです。

 売上高（百万円） 営業利益（百万円）

第１四半期会計期間
29/01/01-29/03/31

133 △14

第２四半期会計期間
29/04/01-29/06/30

154 5

第３四半期会計期間
29/07/01-29/09/30

227 19

第３四半期累計期間
29/01/01-29/09/30

516 10
 

 

セグメント別の概況は以下のとおりであります。

[LMS事業]

LMS事業につきましては、法人向け学習管理システム「iStudy LMS」の大型案件が９月から開始したことと、４月

より販売を開始した法人向けビデオソリューション「Qumu」の新規導入社数が発売開始から倍増し好調に推移いた

しました。しかしながら「iStudy LMS」の大口顧客との契約において当第３四半期会計期間からの契約金額の縮小

が発生したことにより、売上高は、当第２四半期会計期間と比較して微増となっております。

その結果、売上高287百万円、セグメント損失0.2百万円となりました。

[研修サービス事業]

研修サービス事業は、6月に親会社である株式会社ブイキューブより取得したビデオ収録・配信スタジオ関連の売

上が大きく寄与したことと、ラーニングサービス売上（研修申込み代行サービス）が好調に推移いたしました。

その結果、売上高228百万円、セグメント利益10百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べて749百万円増加し、1,660百万円となりました。これ

は、主に現金及び預金528百万円、工具、器具及び備品（純額）11百万円、敷金及び保証金39百万円、投資有価証券

151百万円の増加によるものであります。負債は、前事業年度末に比べて45百万円増加し、243百万円となりまし

た。これは主に前受収益21百万円、買掛金11百万円、未払法人税等5百万円、未払金4百万円の増加によるものであ

ります。純資産は、前事業年度末に比べて703百万円増加し1,417百万円となりました。これは、主に資本金355百万

円、資本剰余金355百万円の増加によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,541,600

計 2,541,600
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,002,300 2,002,300
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であり
ます。

計 2,002,300 2,002,300 ― ―
 

(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成29年11月１日から、この四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平 成 29 年 ９ 月 30 日
（注）１

1,200 1,345,800 491 351,310 491 92,438

平成29年８月23日
（注）２

652,500 1,998,300 352,350 703,660 352,350 444,788

平成29年８月23日
（注）３

4,000 2,002,300 2,280 705,940 2,280 447,068
 

(注) １．新株予約権の行使による増加であります。

２．有償第三者割当による増資

発行価格   　1,080円

資本組入額 　 540円

主な割当先  投資事業有限責任組合デジタルアセットファンド　261,000株

㈱イーフロンティア　240,000株

３．有償第三者割当による増資

発行価格　　　1,140円

資本組入額　　　570円

主な割当先　小山田佳裕　4,000株
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 14,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,987,800 19,878 ―

単元未満株式 普通株式 500 ― ―

発行済株式総数 2,002,300 ― ―

総株主の議決権 ― 19,878 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、平成29年９月５日に設定した株主基準日に基づ

く株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アイスタディ株式会社

東京都品川区上大崎
２丁目25-2

14,000 ― 14,000 0.70

計 ― 14,000 ― 14,000 0.70
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

平成28年６月17日開催の第20回定時株主総会における定款一部変更の決議により、決算日を３月31日から12月31日

に変更しました。これに伴い、前第３四半期財務諸表を作成していないため、前第３四半期累計期間については記載

しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 151,087 679,712

  売掛金 135,402 167,665

  商品及び製品 550 135

  前払費用 13,169 22,864

  関係会社短期貸付金 250,000 210,000

  その他 29,913 23,905

  流動資産合計 580,122 1,104,283

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 13,972 34,325

   工具、器具及び備品（純額） 4,626 15,968

   有形固定資産合計 18,598 50,294

  無形固定資産   

   ソフトウエア 20,035 17,863

   その他 3,285 1,978

   無形固定資産合計 23,321 19,841

  投資その他の資産   

   投資有価証券 － 151,900

   敷金及び保証金 82,150 121,395

   長期前払費用 207,431 213,073

   その他 100 100

   投資その他の資産合計 289,682 486,469

  固定資産合計 331,602 556,605

 資産合計 911,725 1,660,888
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 27,308 38,877

  未払金 14,241 18,589

  未払法人税等 － 5,446

  未払消費税等 4,131 6,161

  前受金 6,349 5,381

  前受収益 103,911 125,720

  その他 920 2,572

  流動負債合計 156,862 202,749

 固定負債   

  長期預り敷金 41,075 40,593

  固定負債合計 41,075 40,593

 負債合計 197,938 243,343

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 350,614 705,940

  資本剰余金 326,429 681,755

  利益剰余金 48,222 42,373

  自己株式 △12,523 △12,523

  株主資本合計 712,742 1,417,545

 新株予約権 1,045 －

 純資産合計 713,787 1,417,545

負債純資産合計 911,725 1,660,888
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 516,593

売上原価 313,969

売上総利益 202,623

販売費及び一般管理費  

 役員報酬 21,028

 給料手当及び賞与 70,432

 法定福利費 11,717

 広告宣伝費及び販売促進費 13,317

 賃借料 8,510

 支払報酬 14,745

 減価償却費 2,416

 その他 50,327

 販売費及び一般管理費合計 192,496

営業利益 10,127

営業外収益  

 受取利息 1,303

 無効ユニット収入 310

 その他 52

 営業外収益合計 1,666

営業外費用  

 株式交付費 9,977

 営業外費用合計 9,977

経常利益 1,816

特別利益  

 新株予約権戻入益 589

 特別利益合計 589

税引前四半期純利益 2,406

法人税、住民税及び事業税 1,605

法人税等調整額 －

法人税等合計 1,605

四半期純利益 801
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日）

減価償却費 12,858千円
 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月17日
定時株主総会

普通株式 6,650 5.00 平成28年12月31日 平成29年３月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当第３四半期会計期間において、第三者割当増資の実施により資本金354,630千円、資本準備金354,630千円が、新

株予約権の権利行使により資本金が491千円、資本準備金が491千円増加し、当第３四半期累計期間末において資本金

が705,940千円、資本準備金が447,068千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント
調整額

四半期
損益計算書　
計上額 LMS事業

研修サービス
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 287,968 228,724 516,593 － 516,593

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 287,968 228,724 516,593 － 516,593

セグメント利益又はセ
グメント損失（△）

△292 10,420 10,127 － 10,127
 

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 0円56銭

（算定上の基礎）  

   四半期純利益金額(千円) 801

   普通株主に帰属しない金額(千円) －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 801

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,424,374
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　当社は、平成29年10月25日開催の取締役会において、インドのEduTechカンパニー

Fliplearn Education Private Limited（以下、Fliplearn社という。）との業務提携を、当社の親会社である株式会社

ブイキューブ（以下、ブイキューブ」という。）に引継ぐ契約を締結することを決議いたしました。

1. 業務提携引継ぎの内容

当社は、Fliplearn社と平成28年1月29日に公表した「インドのEduTechカンパニーFiliplearn社との業務提携に関す

るお知らせ」のとおり業務提携契約を締結し、インドの教育市場への事業展開を目的に両社で準備を進めてまいりま

した。他方、ブイキューブは、インド政府が推進しているスマートシティミッションに協力するなどインドビジネス

への関与度合いを高めてきております。

そこで、ブイキューブグループ全体として、インドビジネスをより効果的に成長させていくため、業務提携契約を

ブイキューブが引継ぐことになり、Fliplearn社との窓口はブイキューブが行います。

　

2. 締結の時期

平成29年10月25日

　

3.当該事象が営業活動等へ及ぼす重要な影響

サービス開始に向けた準備中の段階で引継ぎを行うため、本件が今回の業務提携の引継ぎが、業績に与える影響は

ございません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月14日

 

アイスタディ株式会社

　　取　　締　　役　　会　　御 中

 

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 髙　　橋　　幸　　毅　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　森　　田　　祥　　旦　　㊞　

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイスタディ株

式会社の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの第22期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アイスタディ株式会社の平成29年９月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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